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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◎
東
京
都
知
事
賞
表
彰

▼
11
月
12
日
（
月
）

★
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

第
13
支
部　

上
川
福
寿
会

総
務
部

①
会
報
１
４
７
号

　
（
元
気
な
ク
ラ
ブ
特
集
号
）

　

平
成
30
年
11
月
10
日
発
行

②
会
報
１
４
８
号　
（
文
芸
特
集
号
）

　

平
成
31
年
３
月
10
日
発
行

広
報
部

①
第
60
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
10
月
４
日
（
木
）

　

滝
ケ
原
運
動
場
（
サ
ッ
カ
ー
場
）

　

参
加
者　

３
０
０
名　

12
チ
ー
ム

　

優　

勝　

８
支
部

�

中
野
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　

８
支
部

�

西
三
青
葉
会

　

第
３
位　

10
支
部

�

丹
木
町
親
睦
会

①
第
５
回
高
齢
者
活
動
展
示
会

　
「
い
き
い
き
活
動
展
」

▼
10
月
12
日
（
金
）
～
18
日
（
木
）

　

八
王
子
駅
南
口
総
合
事
務
所

　

入
場
者
数　

５
１
９
名

②
第
16
回
八
･
シ
ニ
ア
連
活
動
展

▼
10
月
19
日
（
金
）
～
21
日
（
日
）

　

由
木
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　

入
場
者
数　

１
２
３
名

い
き
が
い
活
動
部

八
･
シ
ニ
ア
連
理
事
一
泊
研
修
旅
行

平
成
31
年
２
月
７
日（
木
）～
８
日（
金
）

日
本
平
展
望
回
廊
、
浜
松
ま
つ
り
会
館 

他 

研
修
部

健
康
増
進
部

①
平
成
30
年
度
親
切
行
為
の
表
彰

▼
10
月
６
日
（
土
）

	

市
役
所
８
Ｆ
会
議
室

◇
第
７
支
部

台
町
一
丁
目
第
二
こ
と
ぶ
き
会	

森　
　

厚
	

事
故
防
止

◇
第
７
支
部

台
町
四
丁
目
相
生
会	

的
場　

光
智

	

環
境
美
化　

◇
第
７
支
部

上
野
町
第
一
櫻
寿
会		

加
瀬
ト
シ
子

　

環
境
美
化

◇
第
11
支
部

館
町
団
地
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ	

田
口　

俊
雄

　

環
境
美
化

◇
第
15
支
部

幸
楽
会　

幸
楽
会
社
会
奉
仕
部

　

社
会
福
祉

◇
第
16
東
支
部

絹
ヶ
丘
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ
踊
り
サ
ー
ク
ル

　

社
会
福
祉

◇
第
16
東
支
部

絹
ヶ
丘
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

　

社
会
福
祉

◇
第
17
支
部

東
中
野
み
ず
ほ
会

大
塚
日
影
地
蔵
会

　

公
共
生
活
へ
の
貢
献

②
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
実
施

　

１
１
８
千
円
を
社
協
へ
寄
託

③
歳
末
助
け
合
い
運
動
の
実
施

　

６
２
５
，９
９
３
円
を

	

社
協
へ
目
録
贈
呈

地
域
貢
献
活
動
部

①
第
10
回
将
棋
大
会

▼
10
月
23
日
（
火
）　

41
名
参
加

　

台
町
市
民
セ
ン
タ
ー 

②
第
12
回
ゴ
ル
フ
同
好
会
大
会

▼
11
月
２
日
（
金
）　

28
名
参
加

　

Ｇ
Ｍ
Ｇ
八
王
子
ゴ
ル
フ
場 

同
好
会

①
日
帰
り
研
修
旅
行

▼
11
月
28
日
（
水
）	　

２
５
８
名
参
加

▼
12
月
７
日
（
金
）	　

１
１
６
名
参
加

	

豊
洲
市
場
、
東
京
江
戸
博
物
館
他

②
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
研
修
会

▼
10
月
６
日
（
土
）　

26
名
参
加

	
八
･
シ
ニ
ア
連
事
務
所
二
階

女
性
部

平
成
30
年
度 

下 

期 

活 

動 

報 

告
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
４
支
部
◆

こ
の
星
を
あ
ま
ね
く
照
ら
せ
初
日
の
出

	

三
楽
会	
野
口　

政
彦

ど
の
子
に
も
幸
多
か
れ
と
福
詣

	

三
楽
会	

野
口　

住
江

冠
雪
の
富
士
は
静
か
に
暮
れ
に
け
り

	

三
楽
会	

村
本　

朗
子

◆
第
７
支
部
◆

七
坂
も
八
坂
も
夢
か
鬼
や
ら
い

	

台
町
四
丁
目
相
生
会	

田
中　

恭
男

花
柊
清
貧
と
い
ふ
誇
り
あ
り

	

台
町
四
丁
目
相
生
会	

田
中　

亘
代

わ
ら
び
狩
り
か
や
の
根
本
に
小
す
み
れ

	

上
野
町
第
一
櫻
寿
会	

伊
東
富
士
男

か
き
氷
身
体
静
め
て
盆
踊
り

	

上
野
町
第
一
櫻
寿
会	

角
田　

菊
江

真
っ
新
の
制
服
の
子
に
風
光
る

	

台
町
ふ
た
み
会　

俳
句
部	

石
場　

綾
子

日
脚
伸
び
ゆ
と
り
の
あ
り
ぬ
夕
支
度

	

台
町
ふ
た
み
会　

俳
句
部	

伊
藤　

南
美

青
蜥
蜴
凌
霄
花
陰
に
行
く

	

台
町
ふ
た
み
会　

俳
句
部	

佐
藤　
　

繁

霜
柱
米
粒
残
し
消
へ
去
り
ぬ

	

台
町
ふ
た
み
会　

俳
句
部	

栃
澤　

俊
子

新
玉
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
や
風
受
け
て

	

台
町
ふ
た
み
会　

俳
句
部	

渡
部
多
見
子

そ
の
日
迄
「
私
」
で
居
た
い
明
日
は
初
春

	

台
町
一
丁
目
第
一
こ
と
ぶ
き
会	

加
藤　

歌
江

さ
く
ら
貝
無
垢
の
渚
に
拾
ひ
け
り

	

台
町
一
丁
目
第
一
こ
と
ぶ
き
会	

萩
原　

正
子

◆
第
８
支
部
◆

春
風
と
云
え
ぬ
寒
さ
の
露
天
風
呂

	

中
野
西
三
青
葉
会	

山
﨑
須
美
子

春
を
待
つ
木
に
手
を
遣
れ
ば
水
の
音

	

中
野
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

上
田
眞
理
子

や
は
ら
か
に
ナ
イ
フ
を
入
る
る
冬
林
檎

	
中
野
団
地
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

古
平
田
鶴
子

◆
第
10
支
部
◆

落
葉
踏
み
朝
日
輝
く
高
尾
山

	

万
青
会	

小
澤　

茂
雄

木
枯
し
の
姿
も
見
ず
に
は
や
師
走

	

丹
木
町
親
睦
会	

片
岡　

勇
司

習
慣
と
思
え
ば
楽
し
風
呂
そ
う
じ

	

丹
木
町
親
睦
会	

け
ん
じ

朝
焼
け
と
大
輪
描
く
虹
の
空

	

宮
下
町
夢
追
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

岡
部　

章
臣

木
枯
し
も
酒
カ
ラ
オ
ケ
で
気
な
ぐ
さ
む

	

宮
下
町
夢
追
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

荻
島　

雅
章

　
俳
　
句
　

文
芸
特
集

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
11
南
支
部
◆

晩
秋
に
銀
杏
輝
き
彩
る
紅
葉

	
上
館
む
つ
み
会	

天
野
ス
ズ
子

葉
が
落
ち
て
窓
に
寒
月
明
る
く
照
す

	

上
館
む
つ
み
会	

森
本
た
み
子

来
年
も
ま
た
ね
手
を
振
る
再
会
に

	

榛
名
福
寿
会	

小
林
ミ
ツ
子

よ
う
や
く
に
間
に
合
い
て
菊
出
展
す

	

榛
名
福
寿
会	

佐
藤
健
二
郎

夜
霧
た
ち
白
骨
の
宿
気
配
消
し

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会	
小
林
喜
久
雄

金
柑
を
啄
む
き
き
て
朝
を
知
る

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会	
繁
野　

温
子

足
元
に
銀
杏
い
ち
ま
い
銀
座
線

	

狭
間
福
楽
会	

赤
嶺
百
合
子

街
街
も
黄
色
く
な
り
ぬ
秋
ふ
か
し

	

狭
間
福
楽
会	

大
屋　

信
一

杵
の
音
今
年
も
近
し
年
忘
れ

	

狭
間
福
楽
会	

鈴
木　

秀
子

芦
の
湖
の
赤
き
鳥
居
や
初
時
雨

	

め
じ
ろ
台
第
二
む
つ
み
会	

中
村　

俊
彦

寒
風
に
さ
ら
し
て
辛
し
鷹
の
爪

	

め
じ
ろ
台
第
二
む
つ
み	

望
月　

文
雄

ラ
イ
ト
消
ゆ
花
の
端
に
淡
き
月
見
ゆ

	

椚
田
大
巻
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

緒
方　

澄
代

◆
第
11
北
支
部
◆

古
本
市
開
か
れ
て
街
夏
め
け
る

	

三
軒
在
家
万
会	

岩
波　

幸

納
骨
の
仕
度
整
へ
朝
寒
し

	

三
軒
在
家
万
会	

大
澤　

洋
子

春
風
や
遊
び
た
り
た
る
児
の
え
く
ぼ

	

三
軒
在
家
万
会	

金
井　

延
子

柚
子
風
呂
の
一
面
ゆ
ず
や
顔
や
せ
る

	

東
雲
寿
老
会	

塙　
　

幸
子

色
と
香
の
な
お
と
ゞ
ま
り
て
菊
枯
る

	

東
雲
寿
老
会	

増
田　

順
子

み
さ
さ
ぎ
の
森
鎮
ま
り
て
師
走
入
り

	

中
散
田
寿
康
会	

伊
東　

村
子

ひ
き
売
り
の
計
る
松
茸
の
ぞ
き
け
り

	

中
散
田
寿
康
会	

太
田　

正
子

通
り
来
る
風
涼
や
か
に
竹
す
だ
れ

	

中
散
田
寿
康
会	

木
下
美
恵
子

は
さ
み
入
れ
今
年
も
終
る
冬
の
庭

	

中
散
田
寿
康
会	

田
中　

栄
子

良
き
友
よ
師
走
の
風
に
去
り
に
け
り

	

中
散
田
寿
康
会	

久
秋　

初
子

枝
垂
れ
咲
く
宮
城
の
里
の
萩
香
る

	
中
散
田
寿
康
会	

松
岡　

菊
江

◆
第
12
支
部
◆

縁
側
に
日
向
ぼ
っ
こ
の
茶
友
達

	

元
二
喜
楽
会	

山
本
タ
ツ
子
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
13
支
部
◆

眠
た
げ
な
海
棠
の
花
君
に
似
て

	
美
山
町
寿
会	

陣
内　

由
晴

莟
泣
く
石
楠
花
雪
の
重
く
垂
れ

	

美
山
町
寿
会	

渡
邊　

敏
夫

小
春
日
や
琴
演
奏
の
誕
生
会

	

唐
松
明
生
会	

岡
部　

公
二

甲
州
路
寄
っ
た
茶
屋
に
も
も
み
ぢ
散
る

	

唐
松
明
生
会	

小
山　

武
雄

一
重
八
重
紅
白
競
う
梅
見
か
な

	

唐
松
明
生
会	
藤
本　

洋
子

◆
第
14
支
部
◆

背
伸
び
し
て
や
っ
と
掴
ん
だ
氷
柱
か
な

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

浅
倉　

栄
子

ひ
よ
ど
り
が
赤
い
実
く
わ
え
冬
空
へ

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

北
川　

末
子

磐
梯
の
山
澄
む
道
よ
白
に
を
る

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

小
石
澤
ト
シ
子

野
の
花
と
共
に
咲
き
ゆ
く
黄
花
か
な

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

酒
井　

ト
ミ

心
浮
き
帰
り
来
る
孫
冬
休
み

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

佐
藤　
　

光

シ
ニ
ア
等
が
い
き
い
き
舞
は
盆
踊
り

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

髙
野　

幸
雄

ロ
ン
ド
ン
の
孫
ひ
と
り
来
る
冬
休
み

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

髙
野
佳
寿
子

秋
の
夜
ま
ご
と
未
来
を
語
り
つ
つ

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

髙
橋　

妙
子

庭
先
の
ゆ
ず
も
色
ず
き
冬
ち
か
し

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

豊
田　

た
か

朝
露
に
光
振
れ
あ
う
芝
生
か
な

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

野
宮
富
士
江

年
の
瀬
は
気
持
ば
か
り
が
先
走
る

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

福
富
喜
代
男

沖
縄
の
海
の
青
さ
と
波
し
づ
か

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

真
上　

政
子

空
青
く
紅
葉
み
ご
と
高
尾
山

	

第
七
若
葉
会	

本
村　

静
子

辿
り
着
く
高
尾
山
頂
富
士
麗
ら

	

第
七
若
葉
会	

中
村　

正
夫

桜
道
行
っ
た
り
来
た
り
眺
め
け
り

	

第
七
若
葉
会	

西　

ま
す
み

枯
尾
花
図
書
館
へ
本
借
り
に
ゆ
く

	

第
七
若
葉
会	

前
川　

澄
子

冬
温
し
微
笑
返
す
土
佛

	

第
七
若
葉
会	

八
木　

裕
子

清
流
に
枯
葉
横
切
る
遡
上
魚

	
楠
木
ク
ラ
ブ	

坂
本　

信
子

誰
が
眠
る
外
人
墓
地
や
冬
の
薔
薇

	

楠
木
ク
ラ
ブ	

鈴
木　

知
子

薄
墨
に
霞
む
陣
馬
や
若
葉
雨

	

楠
木
ク
ラ
ブ	

田
中　

孚
子

◆
第
15
支
部
◆

庭
の
隅
秋
明
菊
の
白
き
わ
む

	

廿
里
桜
林
会	
峰
尾　

玉
子

田
ん
ぼ
道
季
節
は
づ
れ
の
す
み
れ
咲
く

	

壮
友
会	

青
木　

ト
ヨ
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
16
東
支
部
◆

老
の
夢
春
夏
秋
冬
ま
だ
ま
だ
若
い
よ

	
北
野
千
歳
会	

窪
田　

光
子

悴
み
て
寝
姿
い
と
し
仔
犬
か
な

	

片
倉
台
む
つ
み
会	

小
泉　

欣
也

ひ
っ
そ
り
と
見
る
人
も
無
く
帰
り
花

	

片
倉
台
む
つ
み
会	

舟
岡　

正
男

新
年
の
元
号
嬉
し
や
福
寿
草

	

片
倉
台
む
つ
み
会	

丸
山　

節
子

唐
楓
葉
の
ひ
と
ひ
ら
に
赤
黄
紅

	

片
倉
台
む
つ
み
会	
森　
　

洋
人

田
安
門
出
づ
る
や
堀
の
花
筏

	

片
倉
台
む
つ
み
会	
横
川　

泰
子

久
し
ぶ
り
仕
事
仲
間
の
同
窓
会

	

長
沼
み
の
り
会	

齋
藤　

哲
雄

更
衣
元
に
戻
し
て
捨
て
ら
れ
ず

	

絹
ヶ
丘
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ	

佐
藤
智
恵
子

四
月
馬
鹿
う
そ
多
き
世
に
か
げ
う
す
し

	

絹
ヶ
丘
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ	

増
岡
久
見
子

餌
蒔
け
ば
待
っ
て
ま
し
た
と
寒
雀

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド	

池
上　

澄
子

金
木
犀
そ
ば
ま
で
行
っ
て
深
呼
吸

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド	

木
附
セ
ツ
子

小
春
日
や
河
岸
新
し
く
人
の
群

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド	

小
倉　

一
弥

車
窓
よ
り
山
は
墨
色
春
を
待
つ

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド	

小
倉　

晴
美

北
風
に
立
ち
向
か
へ
ず
に
背
を
丸
め

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド	

笠
本　

怜
子

秋
惜
し
む
足
湯
に
並
ぶ
園
児
か
な

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド	

斗
光　
　

博

月
光
の
き
ら
め
く
浅
瀬
千
曲
川

	

絹
一
・
フ
レ
ン
ド	

山
岸
伊
久
雄

春
め
き
て
浮
ぶ
白
雲
濃
く
淡
く

	

第
一
豊
寿
会	

小
川　

吉
彦

友
の
句
に
深
く
癒
さ
れ
春
惜
し
む

	

第
一
豊
寿
会	

権
瓶　

敦
子

ひ
ゅ
る
ひ
ゅ
る
と
風
渡
る
日
よ
寒
椿

	

第
一
豊
寿
会	

坂
木　

和
子

耐
え
て
今
白
く
優
し
く
梅
一
輪

	

第
一
豊
寿
会	

村
尾　

紀
子

蒲
公
英
の
鼓
を
鳴
ら
す
春
の
風

	

第
一
豊
寿
会	

湯
澤　

誠
章

太
公
望
鰆
求
め
て
瀬
戸
の
海

	

第
二
豊
寿
会	

浅
井　

勝
巳

卒
寿
向
け
新
た
な
一
歩
春
の
日
々

	
第
二
豊
寿
会	

安
藤　

昭
楓

這
い
這
い
す
頬
の
産
毛
や
風
光
る

	

第
二
豊
寿
会	

小
澤　

忠
良

結
ひ
髪
の
か
ざ
し
に
一
枝
花
き
ぶ
し

	

第
二
豊
寿
会	

多
田
喜
代
治

◆
第
16
西
支
部
◆

霜
の
朝
獲
物
を
中
に
カ
ラ
ス
と
猫

	

片
倉
福
寿
会	
田
中　

孝
栄
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
17
支
部
◆

時
も
よ
し
も
み
じ
の
色
も
あ
ざ
や
か
に

	
鹿
島
さ
く
ら
会	

石
井　

潤
吉

神
楽
坂
路
地
に
寓
居
の
白
秋
忌

	

紫
陽
会	

朝
来
野
国
彦

背
の
び
し
て
鈴
を
ふ
る
児
や
初
も
う
で

　
　
　

紫
陽
会　
　
　
　
　
　

	

浅
田　

奈
美

雪
さ
ん
さ
夢
抱
く
父
母
の
住
み
し
里

	

紫
陽
会	

井
上　

裕
代

身
の
奥
に
と
も
る
灯
の
あ
り
去
年
今
年

	

紫
陽
会	
江
川
寿
三
郎

哲
学
の
道
の
川
面
の
花
筏

	

紫
陽
会	

岡　
　

潔
志

靴
下
を
繕
う
妻
と
秋
惜
し
む

	

紫
陽
会	

大
脇　

康
孝

丹
精
が
花
数
と
な
り
今
年
バ
ラ

	

紫
陽
会	

留
目　

禮
子

◆
第
18
支
部
◆

大
栗
の
川
辺
に
競
う
キ
ャ
ン
ド
ル
シ
ョ
ウ

	

南
大
沢
柚
子
の
実
会	

天
野　

吉
徳

キ
ャ
ン
パ
ス
の
池
を
彩
る
蓮
の
花

	

南
大
沢
柚
子
の
実
会	

天
野　

節
子

静
寂
の
寒
気
を
払
う
除
夜
の
鐘

	

松
木
福
寿
会	

大
窪　

哲
哉

◆
第
２
支
部
◆

枯
色
の
蔓
の
先
な
る
か
ら
す
う
り

約
束
の
ご
と
染
ま
り
て
赤
し

	

小
門
町
友
愛
会	

小
磯　

豊
子

◆
第
４
支
部
◆

月
を
見
る
凍
て
付
く
空
に
逝
き
し
君

届
か
ぬ
声
よ
呼
ん
で
い
る
の
に

	

新
町
長
寿
会	

水
島　

愛
子

◆
第
７
支
部
◆

初
時
雨
静
か
に
暮
る
る
川
辺
あ
り

音
た
て
暮
る
る
日
の
あ
り
と
せ
ば

	

台
町
四
丁
目
相
生
会	

田
中　

亘
代

寒
な
か
ば
背
中
ち
ぢ
め
て
月
青
し

帰
の
歩
道
に
厳
し
く
つ
音

	

上
野
町
第
一
櫻
寿
会	

伊
東
富
士
男

こ
れ
か
ら
も
寿
会
に
輝
あ
れ

元
気
な
笑
い
と
あ
ふ
れ
る
笑
顔

	

台
町
一
丁
目
第
一
こ
と
ぶ
き
会	

栗
原　

莞
次

平
成
の
終
り
を
告
げ
し
除
夜
の
鐘

佛
具
磨
き
つ
よ
き
年
願
ふ

	

台
町
一
丁
目
第
一
こ
と
ぶ
き
会	

栗
山　

禎
造

　

短　
　

歌　
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
８
支
部
◆

洗
濯
物
干
す
我
の
頬
吹
き
ぬ
け
る

よ
う
や
く
師
走
の
北
風
ら
し
く

	
中
野
西
三
青
葉
会	

原　

加
津
子

◆
第
10
支
部
◆

車
窓
へ
と
迫
る
嵩
あ
げ
道
な
か
ば

故
郷
の
街
に
は
待
つ
賑
わ
い
を

	

丹
木
町
親
睦
会	

芳
賀　

久
伍

秋
映
え
に
着
飾
る
孫
の
笑
み
美
し

も
み
じ
手
合
わ
せ
お
祓
い
う
け
る

	

丹
木
町
親
睦
会	
吉
野　

賤
男

◆
第
11
南
支
部
◆

故
郷
の
古
き
街
並
な
つ
か
し
く

訪
ね
歩
い
て
姉
妹
旅

	

上
館
む
つ
み
会	

森
本
た
み
子

空
缶
を
拾
っ
て
帰
る
老
人
は

今
日
は
こ
れ
だ
け
笑
い
顔
見
せ

	

榛
名
福
寿
会	

井
上　
　

曻

う
れ
し
や
に
後
期
高
齢
か
な
し
き
に

医
療
保
険
の
督
促
状

	

榛
名
福
寿
会	

岩
下　
　

勇

し
め
り
た
る
落
葉
を
ふ
み
て
夕
ぐ
れ
の

重
き
荷
物
に
夫
な
つ
か
し
く

	

榛
名
福
寿
会	

串
田　

玲
子

初
冬
の
陽
だ
ま
り
に
来
る
小
鳥
４
羽

さ
る
す
べ
り
の
葉
ゆ
ら
す
な
る
け
り

	

榛
名
福
寿
会	

小
林
ミ
ツ
子

木
々
の
葉
も
寒
さ
身
に
泌
む
紅
葉
が

老
い
た
る
我
れ
と
重
ね
お
く
な
り

	

榛
名
福
寿
会	

宮
野　

光
夫

金
婚
を
迎
え
て
何
故
か
気
儘
旅

カ
ニ
を
求
め
て
進
路
を
北
へ

	

榛
名
福
寿
会	

八
重
樫
哲
男

寒
空
に
孫
の
か
な
で
る
ピ
ア
ノ
の
音

幼
き
日
々
の
面
影
は
る
か

	

榛
名
福
寿
会	

山
本　

乃
枝

「
災
」
と
記
す
墨
痕
鮮
や
か
貫
主
の
書

見
詰
め
る
人
の
輪
「
そ
だ
ね
ー
」
の
声

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会	

魚
田　

行
男

枕
辺
の
雨
戸
を
た
た
く
雨
音
に

目
覚
め
て
聞
く
や
過
ぎ
ゆ
く
野
分

	

め
じ
ろ
台
第
一
む
つ
み
会	

繁
野　

温
子

平
成
の
最
後
を
迎
へ
憶
ふ
る
は

母
子
で
生
き
来
し
こ
と
の
歳
月

	

狭
間
福
楽
会	

赤
嶺
百
合
子

折
鶴
に
心
重
ね
て
友
送
り

気
持
合
わ
せ
て
思
績
ぎ
ぬ

	
狭
間
福
楽
会	

鈴
木　

秀
子

◆
第
12
支
部
◆

卯
月
春
八
十
路
迎
へ
て
こ
れ
か
ら
も

善
き
人
達
と
悔
い
な
く
生
き
む

	

元
二
喜
楽
会	

山
本
タ
ツ
子
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
13
支
部
◆

降
れ
ば
ふ
る
雪
の
偲
ば
る
故
郷
の

義
兄
の
あ
り
し
日
送
り
し
父
を

	

美
山
町
寿
会	

渡
邊　

敏
夫

亡
き
母
の
面
影
胸
に
甦
る

紫
陽
花
の
咲
く
朝
の
悲
し
さ

	

美
山
町
寿
会	

陣
内　

由
晴

急
坂
を
の
ぼ
り
て
見
れ
ば
梅
の
香
の

風
に
乗
り
く
る
百
草
園
か
な

	

唐
松
明
生
会	

藤
本　

洋
子

◆
第
14
支
部
◆

夕
暮
れ
に
親
子
共
々
鳥
の
群
れ

山
に
向
か
い
て
飛
ぶ
姿
か
な

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

江
成
美
代
子

金
柑
が
た
わ
わ
に
実
り
迷
う
ほ
ど

ジ
ャ
ム
に
し
よ
う
か
甘
露
煮
か

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

北
川　

末
子

冬
休
み
孫
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る

朝
か
ら
晩
ま
で
待
っ
て
い
る

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

髙
野　

幸
雄

平
成
の
最
後
を
飾
る
桜
花

感
無
量
な
る
八
十
歳
な
り

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

髙
野
佳
寿
子

輪
な
げ
し
て
ま
た
も
百
点
に
が
わ
ら
い

長
寿
の
あ
そ
び
皆
ん
な
で
わ
ら
う

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

豊
田　

た
か

木
犀
の
香
に
誘
わ
れ
て
路
地
奥
へ

思
い
が
け
ず
わ
友
の
家
な
り

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

橋
本
美
恵
子

寒
風
に
負
け
ず
咲
せ
る
パ
ン
ジ
ー
に

我
も
元
気
に
行
動
開
始

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

福
富
喜
代
男

病
癒
え
平
成
初
の
姉
妹
旅

改
札
抜
け
る
何
と
嬉
し
き

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

吉
本　

暎
子

蛸
杉
の
梢
に
木
枯
し
二
千
回

卒
寿
人
生
比
ぶ
る
も
な
し

	

第
七
若
葉
会	

中
村　

正
夫

卑
屈
に
も
た
か
ぶ
り
も
せ
ず
野
の
花
に

吾
が
生
き
方
を
正
す
思
い
に

	

第
七
若
葉
会	

鍋
村　

清
子

分
け
入
り
し
山
の
深
さ
を
知
る
ば
か
り

極
め
ぬ
途
路
で
八
十
路
に
な
り
ぬ

	

楠
木
ク
ラ
ブ	

工
藤　

浩
一

移
り
住
む
桑
の
都
の
十
三
夜

湖
底
に
沈
む
古
里
に
似
て

	

楠
木
ク
ラ
ブ	

田
中　

孚
子

◆
第
16
東
支
部
◆

浅
川
の
流
れ
清
ら
か
キ
ラ
キ
ラ
と

我
が
人
生
の
新
春
か
な

	

長
沼
み
の
り
会	

飯
島　

正
一

本
土
ま
で
海
山
越
え
て
ひ
よ
ど
り
よ

翼
休
め
て
柿
の
実
つ
つ
く

	

長
沼
み
の
り
会	

東
海
林
文
子
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

フ
ァ
ー
ス
ト
も
レ
デ
ィ
ー
が
付
く
と
い
い
感
じ

近
ご
ろ
ハ
ヤ
リ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
は

エ
ゴ
丸
出
し
で
い
や
ら
し
い

	
長
沼
み
の
り
会	

吉
田　

幸
市

◆
第
16
西
支
部
◆

親
鶏
を
夢
み
て
励
む
吟
の
道

ひ
よ
子
の
ま
ま
で
鶏
に
な
れ
ず
に

	

片
倉
福
寿
会	

川
幡　

重
郎

子
や
孫
に
元
気
で
い
て
ね
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

米
寿
の
お
祝
あ
り
が
と
う

	

片
倉
福
寿
会	
川
幡　

フ
ミ

未
知
の
暮
し
の
と
ま
ど
い
を
希
望
の
道
と

案
内
す
る
は
生
れ
た
ば
か
り
の
赤
子
か
な

	

片
倉
福
寿
会	

酒
井　

富
恵

◆
第
17
支
部
◆

晴
れ
た
空
黄
色
に
光
る
柿
の
実
や

心
の
隅
で
ふ
る
里
思
う

	

鹿
島
さ
く
ら
会	

石
井　

潤
吉

夢
の
島
の
熱
帯
植
物
朱
き
花

旧
友
と
の
一
日
今
も
脳
裏
に

	

鹿
島
さ
く
ら
会	

北
村　

芳
枝

冬
の
風
吹
き
ぬ
く
庭
に
山
茶
花
の

群
れ
咲
き
明
る
く
淡
紅
色

	

紫
陽
会	

赤
利　

昌
映

豆
腐
屋
の
笛
の
音
遠
く
な
り
ゆ
き
て

中
天
に
白
き
半
月
浮
か
ぶ

	

紫
陽
会	

浅
田　

奈
美

蟷
螂
が
末
枯
れ
し
草
に
留
ま
り
を
り

小
春
日
和
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
受
け

	

紫
陽
会	

五
味
渕
弘
平

救
急
車
近
く
ま
で
来
て
音
ひ
そ
む

呼
び
た
る
人
に
思
い
を
馳
せ
る

	

紫
陽
会	

佐
々
木
智
子

シ
ニ
ア
連
の
役
職
下
り
て
溜
め
込
み
し

書
類
の
整
理
に
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
唸
る

	

紫
陽
会	

多
々
井
克
昌

初
咲
き
の
水
仙
仏
間
に
楚
々
と
し
て

ほ
ん
の
り
香
り
ぬ
晩
秋
の
朝

	

紫
陽
会	

柳
田　

節
子

老
人
の
集
い
と
云
え
ど
万
丈
の

気
を
吐
く
人
ら
わ
が
目
に
久
し

	

堀
之
内
朋
友
ク
ラ
ブ	

優　
　
　

妙

◆
第
18
支
部
◆

温
泉
の
宿
に
集
い
し
子
孫
曾
孫

笑
顔
湯
け
む
り
は
し
ゃ
ぐ
ひ
い
孫

	
鑓
水
弥
生
会	

加
藤　

勝

傘
寿
過
ぎ
殊
更
響
く
除
夜
の
鐘

只
々
祈
る
健
康
長
寿

	

松
木
福
寿
会	

大
窪　

哲
哉
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

◆
第
７
支
部
◆

新
年
会
孫
に
も
負
け
た
せ
い
く
ら
べ

	

台
町
四
丁
目
相
生
会	

峰
尾　

仁
子

家
を
売
れ
墓
地
を
買
え
ヨ
の
チ
ラ
シ
戦

	

台
町
一
丁
目
第
一
こ
と
ぶ
き
会	

佐
藤
子
之
吉

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
喜
び
長
寿
行
き

	

上
野
町
第
一
櫻
寿
会	

角
田　

菊
江

◆
第
10
支
部
◆

角
か
く
し
鬼
は
外
と
豆
を
ま
き

	

万
青
会	

小
澤　

茂
雄

昼
下
が
り
カ
ラ
オ
ケ
待
ち
わ
び
薄
化
粧

	

万
青
会	

渡
部　

礼
子

た
か
が
輪
投
げ
さ
れ
ど
輪
投
げ
や
大
笑
ひ

	

丹
木
町
親
睦
会	

芳
賀　

久
伍

人
生
は
し
な
や
か
さ
な
り
と
悟
る
べ
し

	

宮
下
町
夢
追
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

荻
島　

雅
章

甘
え
る
な
ス
マ
ホ
に
頼
る
若
者
よ

	

宮
下
町
夢
追
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

荻
島　

靖
久

◆
第
11
南
支
部
◆

願
足
ず
今
年
も
全
て
的
は
ず
れ

	

館
町
む
つ
み
会	

中
村　

憲
司

探
し
て
る
携
帯
ポ
ッ
ケ
で
笑
っ
て
る

	

上
館
む
つ
み
会	

森
本
た
み
子

今
日
と
云
う
日
が
あ
れ
ば
こ
そ
明
日
が
あ
る

	

榛
名
福
寿
会	

井
上　
　

曻

犬
散
歩
高
期
高
齢
だ
っ
こ
犬

	

榛
名
福
寿
会	

岩
下　
　

勇

主
の
顔
忘
れ
し
長
き
年
月
や

	

榛
名
福
寿
会	

小
林
ミ
ツ
子

ラ
イ
ン
か
ら
お
ね
だ
り
の
来
る
ク
リ
ス
マ
ス

	

榛
名
福
寿
会	

佐
藤
健
二
郎

ホ
ー
ル
イ
ン
め
が
け
て
打
つ
も
わ
く
の
外

	

榛
名
福
寿
会	

常
盤　

幹
子

道
ば
た
に
空
き
缶
ゴ
ロ
ゴ
ロ
誰
れ
の
物

	

榛
名
福
寿
会	

宮
野　

光
夫

つ
い
に
出
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ス
コ
ア
53

	

榛
名
福
寿
会	

八
重
樫
哲
男

◆
第
11
北
支
部
◆

あ
れ
も
こ
れ
も
ス
マ
ホ
頼
り
の
暮
し
か
な

	

三
軒
在
家
万
会	

岩
波　

幸

◆
第
12
支
部
◆

政
官
の
嘘
の
上
塗
り
乾
か
な
い

	

元
二
喜
楽
会	

山
本
タ
ツ
子

◆
第
13
支
部
◆

今
日
も
又
へ
ま
を
や
ら
か
し
日
が
暮
れ
る

	

美
山
町
寿
会	

西
川　

和
雄

贈
ら
れ
た
新
茶
に
浮
か
ぶ
里
の
空

	

美
山
町
寿
会	
原
島　

幸
男

秋
深
し
懐
冷
え
て
お
で
ん
炊
く

	

美
山
町
寿
会	

陣
内　

由
晴

　
川
　
　
柳
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

孫
ら
に
は
生
涯
・
勝
て
る
武
器
が
あ
り

年
齢
・
体
重
こ
の
美
貌
！

	
犬
目
第
二
桜
寿
会	

村
田　

房
子

◆
第
14
支
部
◆

三
日
坊
主
繰
返
え
す
事
で
長
続
き

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

北
川　

末
子

優
勝
に
更
に
磨
く
ぞ
我
が
将
棋

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	

髙
野　

幸
雄

こ
つ
こ
つ
と
金
よ
り
筋
骨
た
め
た
い
な

	

恩
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ	
吉
本　

暎
子

木
漏
日
に
碑
面
の
句
文
定
ら
ず

	

第
七
若
葉
会	
中
村　

正
夫

思
い
切
り
歌
う
心
地
に
笑
顔
出
づ

	

楠
木
ク
ラ
ブ	

工
藤　

浩
一

◆
第
15
支
部
◆

赤
い
靴
履
い
て
照
れ
て
る
老
い
の
足

	

壮
友
会	

本
多
傳
兵
衛

黄
金
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
人
出
か
な

	

廿
里
桜
林
会	

峰
尾　

玉
子

◆
第
16
東
支
部
◆

朝
起
き
て
脳
ト
レ
楽
し
ボ
ケ
防
止

	

長
沼
み
の
り
会	

齋
藤　

紀
代

輪
を
に
ぎ
り
盤
上
の
九
と
に
ら
め
っ
こ

	

長
沼
み
の
り
会	

髙
﨑　

一
明

◆
第
16
西
支
部
◆

コ
ス
モ
ス
を
世
話
し
て
喜
こ
ぶ
顔
み
た
い

	

上
小
比
企
山
王
会	

里
見　

敏
夫

寒
空
に
元
気
に
は
ば
た
く
雁
の
群

	

小
比
企
寿
会	

内
田　

尚
行

年
明
け
て
す
ぐ
に
出
掛
け
る
福
袋

	

小
比
企
寿
会	

小
林　

宮
子

巨
人
軍
生
え
ぬ
き
押
い
出
す
フ
ァ
ン
む
し

	

小
比
企
寿
会	

志
村　

英
雄

富
士
を
見
に
カ
メ
ラ
の
銀
座
稲
荷
橋

	

小
比
企
寿
会	

田
代　

光
治

ス
マ
ホ
見
る
電
車
の
中
は
無
言
な
り

	

小
比
企
寿
会	

丹
木
キ
ヨ
子

晩
酌
は
明
日
へ
の
活
力
や
め
ら
れ
ぬ

	

小
比
企
寿
会	

平
澤　

進
二

平
成
は
自
然
災
害
悩
ま
さ
れ

	

小
比
企
寿
会	

渡
辺　

武
利

テ
レ
ビ
見
て
ひ
と
り
ご
と
い
っ
て
母
笑
う

	
片
倉
福
寿
会	

酒
井　

富
恵

◆
第
17
支
部
◆　

ヘ
リ
の
音
事
故
を
お
こ
す
な
無
事
祈
る

	

鹿
島
さ
く
ら
会	

石
井　

潤
吉

病
み
上
が
り
蘊
蓄
並
べ
ヘ
ル
ス
ケ
ア

	

鹿
島
さ
く
ら
会	

畝
村　

治
男

◆
第
18
支
部
◆

「
日
」
が
落
ち
て
ゴ
ー
ン
と
鳴
る
か
除
夜
の
鐘

	

松
木
福
寿
会	

大
窪　

哲
哉
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

第
16
西
支
部　

片
倉
福
寿
会
は
湯
殿

川
を
挟
み
、北
側
に
は
小
高
い
丘
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
斟
珠
寺
（
弁
天
様
）
が
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。

川
の
南
側
に
は
片
倉

城
跡
公
園
が
あ
り
、
春

に
は
「
カ
タ
ク
リ
の
花
」

が
咲
き
、
桜
の
木
の
下

で
は
お
花
見
を
楽
し
み

ま
す
。

山
嶺
続
き
に
は
「
つ

ど
い
の
森
公
園
」
が
あ
っ

て
多
く
の
人
達
が
余

暇
を
楽
し
み
リ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

片
倉
福
寿
会
は
、
昭

和
47
年
（
１
９
７
２
年
）

に
老
人
会
が
設
立
さ
れ
、

３
年
経
過
し
た
昭
和
50

年
（
１
９
７
５
年
）
の

新
年
会
よ
り
「
片
倉
福

寿
会
」
と
改
名
さ
れ
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

片
倉
福
寿
会
で
は
、

年
１
～
２
回
の
日
帰
り
旅
行
、
新
年
会
、

お
花
見
（
片
倉
城
跡
公
園
）、
誕
生
会
や

総
会
な
ど
の
行
事
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
ん
ど
ん
焼
（
主
催
は
一
丁
目

町
会
、
共
催
で
片
倉
福
寿
会
と
子
供
育

成
会
）（
賽
の
神
）
の
火
に
焼
い
た
繭
玉

を
食
べ
る
と
一
年
中
無
病
息
災
で
あ
る
と

か
、
片
倉
の
ど
ん
ど
ん
焼
き
に
は
、
歴
史

的
な
逸
話
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
？

７
月
の
盆
踊
り
は
町
会
の
主
催
、
福
寿

会
、
子
供
育
成
会
の
共
催
で
行
い
、
８
月

の
住
吉
神
社
例
祭
典
は
一
丁
目
町
会
、
片

倉
福
寿
会
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

種
々
の
行
事
を
皆
様
の
協
力
を
得
な

が
ら
「
友
愛
」
を
深
め
地
域
へ
の
貢
献
を

行
っ
て
い
ま
す
。

第
16
西
支
部

わ
が
町
片
倉
一
丁
目

片
倉
福
寿
会
　
会
長
　
　
田
中
　
孝
栄

福壽会　花見　片倉城址公園　平成30年４月3日
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

由
木
堀
之
内
は
１
９
６
４
年
に
由
木

村
が
八
王
子
市
と
合
併
し
、
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
開
発
区
域
と
な
っ
た
こ
と
で
、
宅

地
開
発
が
進
み
、
人
口
も
増
加
し
て
現

在
、
約
３
，
７
０
０
世
帯
、
７
，
８
０
０

人
を
抱
え
る
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
室
町
時
代
か
ら
村
の
鎮
守
と

し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
南
八
幡
宮
・
北

八
幡
神
社
及
び
愛
宕
神
社
の
氏
神
様
は
、

三
丁
目
、
寺
芝
及
び
引
切
の
三
地
区
に

そ
れ
ぞ
れ
鎮
座
さ
れ
、
毎
年
８
月
の
祭

禮
に
は
老
若
男
女
多
く
の
人
た
ち
が
訪

れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

一
方
、
町
会
に
つ
い
て
は
町
会
長
を
頂

点
と
し
た
各
部
会
等
が
「
堀
之
内
会
館
」

を
そ
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
会
合
や
競

技
大
会
等
に
幅
広
く
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
明
治
新
政
府
に
よ
り

近
代
教
育
の
場
と
し
て
誨
育
学
校
（
か

い
い
く
が
っ
こ
う
）【
論
語
：
誨
女
知
之

乎
（
な
ん
じ
に 

こ
れ
し
る
を 

お
し
え
ん

か
）】
と
し
て
設
立
さ
れ
た
当
学
校
の
跡

地
が
堀
之
内
地
区
に
払
い
下
げ
ら
れ
た

も
の
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
広
く
町
会
は

こ
の
三
地
区
が
一
体
と
な
っ
て
組
織
し
運

営
し
て
お
り
、
他
の
町
に
は
み
ら
れ
な

い
大
変
意
義
あ
る
実
績
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

堀
之
内
駅
周
辺
の
美
化
運
動
に
は
住

み
や
す
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
町
民
達
が
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
朝
夕
の
通
勤
・
通
学
者

か
ら
は
季
節
に
よ
っ
て
咲
き
誇
る
花
壇

の
草
花
に
心
が
和
む
と
の
声
も
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で

「
堀
之
内
朋
友
ク
ラ
ブ
」
は
文
字
ど
お
り

「
親
し
い
仲
間
」
と
し
て
、「
楽
し
く
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
設
立
し
、
毎
週
定
期
的
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ

ケ
等
に
勤
し
む
他
、
近
隣
地
域
の
散
策

第
17
支
部

「
楽
し
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
堀
之
内
朋
友
ク
ラ
ブ
会
長
　
熊
沢
　
正
之

を
兼
ね
た
ハ
イ
キ
ン
グ
や
季
節
ご
と
の

日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施
し
、
参
加
者

も
着
実
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
堀
之
内
と
い
う
町
が
「
温
故

知
新
」
と
の
思
い
を
一
つ
に
し
て
築
い
て

き
た
伝
統
に
、
新
住
民
が
解
け
合
い
育
ん

で
き
た
賜
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

今
年
は
、「
平
成
」
最
後
と
い
う
記
憶

に
残
る
年
と
な
り
ま
す
。

夢
を
膨
ら
ま
せ
活
躍
し
て
い
る
若
者

達
に
負
け
な
い
よ
う
新
元
号
に
向
か
っ

て
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

微
力
な
が
ら
、
先
代
よ
り
伝
承
さ
れ

て
き
た
地
域
文
化
を
よ
り
多
く
の
人
達

に
継
承
し
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

誨　育　学　校
墨絵：熊沢 作

花多き 今年の梅の 老い木かな
高浜虚子 
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

当
ク
ラ
ブ
は

昭
和
36
年
10
月

に
発
足
、
創
立

57
年
目
を
過
ぎ

て
い
る
南
大
沢

柚
子
の
実
会
で

す
。そ

の
昔
40
年

頃
は
立
派
な
里

山
で
し
た
が
多

摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

開
発
に
よ
り
大

変
貌
し
て
し
ま
っ

た
地
区
で
50
名

ほ
ど
の
会
員
で

活
動
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

開
発
に
伴
い
建
造
物
の
取
り
壊
し
、

改
築
等
が
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
は
も
ち

ろ
ん
集
会
所
、
特
に
鎮
守
の
杜
・
南
大

沢
八
幡
神
社
を
紹
介
し
ま
す
。

「
遊
び
場
だ
っ
た
中
庭
」
子
ど
も
の
こ

ろ
は
広
場
・
公
園
な
ど
は
な
く
神
社
の
中

庭
が
最
高
の
遊
び
場
で
し
た
。

８
月
の
お
祭
り
に
は
毎
回
余
興
が
あ

り
、
「
お
神
楽
・
村
芝
居
」
南
大
沢
地

区
を
挙
げ
て
の

楽
し
い
集
い
で

あ
り
ま
し
た
。

（
の
ぼ
り
旗
・

行
灯
・
ロ
ー
ソ

ク
・
駄
菓
子
・

カ
ー
バ
イ
ト
・

金
魚
す
く
い
）

な
ど
子
供
た

ち
が
楽
し
ん
だ

ひ
と
と
き
を
思

い
出
さ
れ
る
。

そ
の
後
し
ば
ら

く
余
興
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
（
52
年

解
体
移
転
）
神

社
・
社
務
所
が
新
築
完
成
し
ま
し
た
。

昨
今
は
当
地
区
も
約
７
０
０
０
世
帯

に
（
昔
１
０
０
世
帯
）
増
加
し
、
八
幡

様
の
崇
敬
者
も
多
く
な
り
正
月
な
ど
は

大
変
な
参
拝
者
で
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
す
。

し
ば
ら
く
な
か
っ
た
余
興
が
平
成
28

年
に
は
、
子
ど
も
会
な
ど
の
要
望
で
こ

ど
も
神
輿
の
渡
御
を
始
め
「
夏
祭
り
奉

納
」
と
銘
打
っ
て
、
大
学
生
の
楽
器
演

奏
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
会
員
の
民
謡
踊

り
の
出
番
、
「
の
ぼ
り
旗
」
石
段
に
行

灯
が
建
て
ら
れ
感
動
し
ま
し
た
。

29
～
30
年
度
と
開
催
は
続
き
30
年
に

は
念
願
の
里
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

「
ご
祝
儀
三
舞
」「
八
幡
誕
生
」
の
二

幕
。
40
数
年
ぶ
り
の
神
楽
の
演
舞
、
昔
を

思
い
出
し
て
感
激
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

の
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
当
日

は
多
摩
テ
レ
ビ
が
取
材
し
て
後
日
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

立
派
に
化
粧
直
し
が
で
き
た
八
幡
様
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
承
・
文
化
、
思
い
出
に

残
る
例
大
祭
の
開
催
を
切
望
し
ま
す
。

南
大
沢（
由
木
）の
変
貌
と
八
幡
神
社

第
18
支
部

南
大
沢
柚
子
の
実
会
　
相
談
役
　
谷
合
　
徳
行

御神楽の奉納
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私たちは八・シニア連の活動を応援しています

平
成
30
年
度
の
事
業
（
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

芸
能
大
会
、
研
修
旅
行
、
活
動
展
、
趣
味
の
作
品

展
等
）
も
会
員
皆
様
の
絶
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力

の
お
陰
で
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
務
所
も
旧
交
通
安
全
協
会
事
務
所
あ
と
に
移

転
し
、
1
年
が
過
ぎ
や
っ
と
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

本
号
（
文
芸
特
集
）
に
掲
載
の
俳
句
・
短
歌
・
川
柳

に
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
昨
年
以
上
の
応
募
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
１
４
９
号
は
総
会
特
集
で
、
地
域
紹
介
は
２
、

３
、４
支
部
と
な
り
ま
す
。

原
稿
の
締
め
切
り
は
５
月
中
旬
で
す
。
ご
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。		

	
	

	

（
稲
葉
）

編集後記

地域に密着した活動を展開するための施策等を調査検討するために総務部長を座長とした「事業見直し検討委員会（委
員８名）」を設置し、平成 30 年 7 月〜 11 月で調査検討を行った。

本部開催の「軽スポーツ（４種目）」、「芸能大会」及び「趣味の作品展」の開催形態等についてを単位クラブへのアンケー
ト調査で実態を把握し、併せて連合会長が各支部の会長会に出向いて意見や要望等をヒアリングした。

検討委員会を月１～２回程度開催して検討した結果、この概要は次のとおりである。
１ 地域密着活動では、①地域の町との各種行事（祭り、防災、防犯、見守り、清掃など）への連携と参画が必要であり、

②八・シニア連の事業活動が地域からの理解と評価を受ける活動を実施することや③単位クラブや近隣支部との
連携した活動の展開などが要請される。

２ 軽スポーツ（４種目）、芸能大会及び趣味の作品展に対する今後どういう形で運営するのがよいかどうかをたずね
た結果は、下表のとおりとなった。

３ 新たな事業活動で、吹き矢、社交ダンス、フォークダンス及びダーツの提案があった。

項　目

開　催

軽 ス ポ ー ツ 大 会
芸能大会 作品展

グラウンドゴルフ ペタンク 輪投げ ゲートボール
本 部 開 催 が よ い ３３ ２１ ４６ ２０ ５２ ６１
支 部 開 催 が よ い ２６ １４ １５ １０ ２７ ２２
各クラブ行うのがよい ２７ ４ ２２ １２ ２０ １７
行 っ て い な い １４ ６１ １７ ５８ ----- -----

単位（%）

事業見直し検討委員会を終えて（概要紹介）

お詫びと訂正
147号で誤りがありましたので訂正させていただきます。
11頁の７行目　芸能大会　受賞者の声「新たな気持ちで」
（誤）部長　河村　紘子
（正）部長　川村　紘子

訂正してお詫びいたします。

スポンサーへの御礼

　本紙発行に際しまして、ご協賛をくださいましたスポン
サー各位に厚く御礼を申し上げます。今後とも倍旧のご厚
誼を賜りますようお願い申し上げます。

新賛助会員「メガネスーパー」の紹介
☆眼の健康寿命を延ばすアイケアに特化した検査を行っており、お客様
の生活環境に応じたメガネをご提案しております。
☆豊富な品揃えの中からお客様に合った補聴器をお選びいたします。
☆事前のご予約でスムーズにご案内いたします。

（店舗：八王子本店、八王子店、八王子めじろ台店）
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